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に
は
不
適
で
あ
る
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
に
お
い
て
、
実
在
は
「
持
続

d
u
r
e
e
」
で
あ
る
。

そ
の
持
続
の
う
ち
、
我
々
が
最
も
よ
く
知
り
得
る
も
の
は
「
自
我
」
で
あ

る

(cf.
P
.
M
,
 1
8
2
)

。
し
か
し
、
我
々
は
そ
の
自
我
の
状
態
を
、
語
や
概

念
に
よ
っ
て
再
構
成
す
る
こ
と
も
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

(cf.

P
.
M
.
 1
9
3
,
 
D.I. 9
2ー

1
0
2
)

。
な
ぜ
な
ら
、
持
続
の
性
格
と
言
語
の
性
格

と
の
間
に
は
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
意
識
に
直
接
与
え
ら
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
の
試
論
』
（
以
下
、
『
試
論
』
と
記
す
）
に
よ
る
と
、
語
や

概
念
は
、
持
続
に
つ
い
て
の
抽
象
的
見
方
’
固
定
的
見
方
に
す
ぎ
ず
、
こ

の
抽
象
化
や
固
定
化
は
行
動
の
観
点
に
基
づ
い
て
い
る

(cf・D.I・

9
6
-
9
8
,
 1
2
3ー

1
2
6
)
。
ナ
ツ
が
5
4い
七
ッ
‘
声
叩
や
‘
瞑
訊
今
心
ぶ
“
羊
年
祖
R
ナ
リ
ス
3

の
ti、
白
口
蹄
{
吐
5

態
の
変
様
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
語
や
概
念
は
自
我
の
再
構
成
や
認
識

と
見
な
さ
れ
る
。
更
に
、
自
我
の
再
構
成
や
認
識
、

は

じ

め

に

持

続

と

言

語

と
い
う
言
語
の
こ
の
不
適
切
な
使
用
か
ら
、
「
自
由
行
為
の
否
定
」
と
い
う

錯
覚
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
同
書
第
三
章
）
。
全

体
と
し
て
『
試
論
』
で
は
、
言
語
は
持
続
に
対
し
消
極
的
な
意
味
し
か
持

た
な
い
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
行
動
の
観
点
に
立
つ
言
語
は
自
我
の
再
構
成
や
認
識
に
は

不
適
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
由
行
為
の
否
定
は
、
言
語
の
不
適
切
な
使
用

か
ら
生
じ
た
偽
問
題
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
自
体
が
自
由
行

為
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
、
『
試
論
』
で

の
言
語
の
扱
わ
れ
方
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
全
体
の
中
で
は
部
分
的
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
『
試
論
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
言
語
は
、
社
会
が
個
人
的

な
自
我
を
固
定
化
し
た
り
不
動
化
し
た
り
す
る
、
と
い
う
観
点
の
も
と
に

の
み
置
か
れ
て
い
た
。
だ
が
後
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
著
作
で
は
、
言
語
の
原

初
的
機
能
は
伝
達

c
o
m
m
§
i
c
a
t
i
o
n
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ

(cf.

P
.
M
.
 8
6
 
|
 8
7
)

、
伝
達
と
し
て
の
言
語
は
、
単
に
、
社
会
に
よ
る
個
人
的

な
自
我
の
固
定
化
や
不
動
化
と
い
う
『
試
論
』
の
言
語
観
に
は
収
ま
ら
な

小

林

昭
‘’’‘ 

顕
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言
語
は
伝
達
と
い
う
点
で
、
持
続
に
対
し
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
言
語
の
不
動
化
・
固
定
化
と
伝
達
と
の
関

係
を
調
べ
、
持
続
と
言
語
の
関
係
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
『
試
論
』
に
お
い

て
積
極
的
に
自
由
行
為
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
個
人
」
の
行
為

で
あ
る

(
c
f
•
D.I. 1
2
9ー

130)
。
こ
の
「
個
人
」
と
い
う
語
は
、
社
会
（
外

界
）
を
も
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
個
人
的
行
為
が
言

語
の
伝
達
と
し
て
起
こ
る
の
で
あ
れ
ば
、
言
語
は
持
続
に
対
し
積
極
的
な

関
係
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
『
試
論
』
で
の
持
続
と
言
語
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
『
試
論
』
に
沿
っ
て
「
持
続
」
や
「
自
由
行
為
」
と
い
っ
た
概
念
に
つ

い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

一
般
的
に
、
時
間
は
計
測
さ
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
計
測
の
た
め
の
時
間
を
、
「
等
質
的
時
間
」

(cf.

D_I. 7
4ー

8
2
,
9
2
-
9
6
)

と
呼
ぶ
。
こ
の
等
質
的
時
間
は
、
真
の
時
間
で
は

な
く
、
真
の
時
間
で
あ
る
実
在
的
持
続
の
「
象
徴
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
」

(D.I.

9
3
)

に
す
ぎ
な
い
、
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
見
な
す
。
こ
の
「
持
続
」
こ
そ
が
、

相
互
浸
透
す
る
不
可
分
な
異
質
的
継
起
で
あ
り
、
一
度
限
り
の
実
在
性
を

持
つ
時
間
で
あ
る
、
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
主
張
す
る
。
等
質
的
時
間
が
持
続

『
試
論
』
に
見
ら
れ
る
持
続
と
言
語
の
関
係

い
の
で
あ
る
。

に
対
す
る
単
な
る
象
徴
で
あ
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
等
質
的
時
間
は
、
測
定
の
単
位
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
そ

れ
自
体
は
相
互
外
在
的
で
あ
り
、
時
間
と
し
て
の
連
続
性
や
継
起
を
保
持

し
得
ず
、
し
た
が
っ
て
、
等
質
的
時
間
は
、
ま
さ
に
そ
の
時
に
お
け
る
独

自
性
•
実
在
性
を
持
ち
得
な
い
単
な
る
象
徴
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
等
質
的
で
も
な
く
相
互
外
在
的
で
も
な
い
時
間
、
す
な
わ
ち
、

相
互
浸
透
す
る
不
可
分
な
異
質
的
継
起
で
あ
る
持
続
は
、
時
間
と
し
て
の

連
続
性
を
保
証
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
持
続
こ
そ
が
真
の
時
間
な
の
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
持
続
は
『
試
論
』
で
は
「
自
我
」
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
自
我
こ
そ
が
、
多
様
な
意
識
状
態
が
相
互
浸
透
す
る
異
質
的
継
起
と

し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
語
や
概
念
は
、
社
会
的
生

へ
の
行
動
の
観
点
（
実
践
的
観
点
）
か
ら
(
c
f
•
D.I. 9
7
)

意
識
状
態
を

不
動
化
し
た
象
徴
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
我
の
意
識
状
態
を
表

す
語
や
概
念
（
言
語
）
と
自
我
と
の
関
係
は
、
等
質
的
空
間
と
持
続
と
の

関
係
、
象
徴
と
真
な
る
も
の
と
の
関
係
に
あ
る
、
と
見
な
さ
れ
る

(cf.

D.I. 96

—

103. 

特
に
9
7
)

。
そ
れ
ゆ
え
言
語
は
、
相
互
浸
透
す
る
異
質
的

継
起
と
い
う
い
わ
ば
動
的
な
自
我
（
持
続
）
の
認
識
に
は
不
適
と
さ
れ
る

(cf. 
D.I. 96

—

98,123 

|
 
1
2
6
)

。
つ
士
6
0、
年
且
動
の
錮
を
点
に
寸
4

つ―――
-
I

声叩は、

い
く
ら
語
や
概
念
を
つ
く
し
て
も
、
語
や
概
念
自
体
が
不
動
化
さ
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
た
め
、
自
我
の
動
性
を
表
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
固
定

的
見
方
で
あ
る
語
や
概
念
に
よ
っ
て
、
生
成
で
あ
る
持
続
を
再
構
成
す
る

こ
と
は
、
不
動
性
に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
本
性
上
異
な
る
動
性
を
表
現
す
る
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こ
と
で
あ
る
。
不
動
性
か
ら
動
性
へ
と
本
性
上
の
差
異
を
越
え
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
試
論
』
で
は
、
言
語
が
、
直
接
的
所
与
・

直
接
的
経
験
で
あ
る
持
続
を
変
様
（
固
定
化
）
さ
せ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る

(
c
f
•
D
.
I
.
 9
8
)

。
こ
の
点
は
、
『
試
論
』
以
降
の
著
作
に
お
い
て

も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
「
持
続
を
固
定
化
し
て
そ
の
本
質
で
あ
る
動
性

や
生
成
を
損
な
う
も
の
」
と
し
て
言
語
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

持
続
と
言
語
が
本
性
的
差
異
を
持
つ
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
『
試
論
』
第
三

章
で
は
自
由
行
為
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
議
論
の
大
半
は
、

自
由
行
為
を
否
定
す
る
主
張
自
体
が
偽
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に

つ
い
や
さ
れ
、
こ
の
議
論
は
、
い
わ
ば
、
自
由
行
為
自
体
に
つ
い
て
は
消

極
的
で
あ
る
。
こ
の
消
極
的
な
議
論
で
は
、
自
由
行
為
の
否
定
と
し
て
、

行
為
の
予
見
可
能
性
や
決
定
論
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
行
為
の
予
見

可
能
性
や
決
定
論
は
、
本
来
持
続
で
あ
る
意
識
や
自
我
を
語
や
概
念
に
記

号
化
し
、
そ
の
記
号
化
さ
れ
た
語
や
概
念
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
行
為
を
決

定
づ
け
、
自
由
行
為
を
否
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
為
の
予
見
可
能
性

や
決
定
論
自
体
が
甚
づ
い
て
い
る
前
提
は
、
語
や
概
念
の
組
み
合
わ
せ
は

自
我
や
意
識
を
再
構
成
し
得
る
と
い
う
誤
っ
た
前
提
で
あ
る
(
c
f
•D.
I
.
 

105ー
124)
。
そ
れ
ゆ
え
、
行
為
の
予
見
可
能
性
や
決
定
論
は
論
駁
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
語
や
概
念
と
持
続
と
を
と
り
ち
が
え
た
こ
と
へ
の
批

判
の
延
長
線
上
に
、
自
由
行
為
に
つ
い
て
の
消
極
的
な
議
論
が
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。

自
由
行
為
に
つ
い
て
積
極
的
に
は
、
自
由
行
為
は
個
人
的
行
為
で
あ
る

(cf. 
D
.
I
.
1
2
4ー

126)

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
個
人
的
行
為
を
説
明

す
る
た
め
に
は
、
「
自
我
の
二
様
相
」
と
、
個
人
的
行
為
の
対
立
項
で
あ
る

「
心
的
表
層
的
生
」
や
「
自
動
性
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

『
試
論
』
で
は
、
人
格
／
個
人
を
構
成
す
る
自
我
に
二
つ
の
様
相
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
は
、
個
人
的
で
本
来
的
な
自
我
で
あ
る
「
内
的
自

我
」
と
い
う
様
相
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
感
じ
た
り
夢
中
に
な
っ
た
り
す
る

自
我
、
熟
考
し
た
り
自
己
決
心
す
る
自
我
、
諸
状
態
と
変
様
が
緊
密
に
相

(
1
)
 

互
浸
透
し
あ
う
力
」

(D.I.
9
3
)

と
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
は
、

こ
の
自
我
の
変
様
態
で
あ
る
「
表
層
的
自
我
」
で
あ
る
。
こ
の
表
層
的
自

我
が
変
様
態
と
し
て
生
じ
る
原
因
は
、
内
的
自
我
が
言
語
や
外
界
（
社
会
）

に
実
践
的
に
適
応
す
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
表
層
的
自
我
の
み
に
よ

る
行
為
や
生
は
「
心
的
表
層
的
生
」

(D.I.
9
3
)

と
呼
ば
れ
、
い
わ
ば
日

常
的
な
生
を
意
味
す
る
。
こ
の
生
は
、
言
語
や
社
会
が
固
定
化
・
不
動
化

し
た
外
界
の
事
象
に
従
っ
て
し
ま
う
(
c
f
•
D
.
I
.
 1
2
6—1
2
7
)
。
つ
ま
り
、

言
語
や
社
会
へ
の
適
応
か
ら
生
じ
た
表
層
的
自
我
が
、
外
界
の
事
象
の
因

果
性
に
沿
っ
て
行
動
を
決
定
し
、
行
動
を
自
動
性
と
化
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
心
的
表
層
的
生
や
自
動
性
は
、
個
人
的
な
自
我
に

関
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
自
由
行
為
を
否
定
し
て
し
ま
う
。
内
的
自
我
と

表
層
的
自
我
と
の
差
は
、
行
動
の
自
由
と
自
動
性
と
い
う
本
性
の
差
を
引

き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
外
界
に
従
う
心
的
表
層
的
生
の
自
動
性
に
対
し
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
個
人
の
「
内
的
状
態
の
外
的
表
現
」

(D.I.
124)
が
自

由
行
為
で
あ
る
、
と
積
極
的
に
述
べ
る
。
こ
の
個
人
的
表
現
（
個
人
的
行
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為
）
が
自
由
行
為
で
あ
る
の
は
、
「
自
由
行
為
の
作
者
で
あ
る
、
と
我
々
の

自
我
だ
け
が
主
張
す
る
」

(D.I.
1
2
5
)

か
ら
で
あ
る
。
特
定
の
人
格
（
個

人
）
の
「
内
的
状
態
の
外
的
表
現
」

(D.I.
1
2
4
)

が
、
す
な
わ
ち
、
内
的

、
、
、
、
、

自
我
か
ら
の
行
為
が
、
自
由
行
為
な
の
で
あ
る
。
「
つ
ま
り
、
我
々
の
行
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
人
格
全
体
か
ら
発
す
る
時
、
我
々
の
行
動
が
人
格
全
体
を
示
す
時
、
芸

術
家
と
そ
の
作
品
に
往
々
に
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
あ
の
定
義
で
き
な
い
類

似
を
我
々
の
行
為
が
我
々
の
人
格
と
の
間
に
持
つ
時
、
我
々
は
自
由
で
あ

る」

(D.I.
1
2
9
)
 

(
強
調
、
論
者
）
。

こ
の
よ
う
に
自
由
行
為
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
議
論
で
も
、
言
語
は
心

的
表
層
的
生
に
属
す
限
り
、
持
続
に
対
し
消
極
的
で
あ
る
。
心
的
表
層
的

生
は
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
行
動
（
固
定
化
し
た
行
動
）
を
展
開
す
る
だ

け
の
反
復
的
な
生
で
あ
り
、
こ
の
生
は
、
本
来
異
質
的
継
起
で
あ
る
持
続

的
な
自
由
行
為
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
試
論
』
で
示
さ
れ
た
自
由
行
為
に
関
す
る
議
論
に
お
け
る
言

語
に
つ
い
て
の
評
価
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
消
極
的
な
議
論
で
は
、

持
続
で
な
い
語
や
概
念
に
よ
っ
て
持
続
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
記
号
化
の

点
か
ら
、
言
語
は
批
判
さ
れ
た
。
次
に
、
積
極
的
な
議
論
で
の
言
語
の
批

判
点
は
、
言
語
が
内
的
自
我
の
活
動
を
実
践
的
な
心
的
表
層
的
生
へ
と
変

様
さ
せ
る
結
果
、
行
動
が
外
界
に
従
っ
て
固
定
さ
れ
て
し
ま
う
‘
と
い
う

点
に
あ
る
。
認
識
の
記
号
化
に
し
ろ
、
行
動
の
固
定
化
に
し
ろ
、
言
語
は

動
的
な
持
続
を
不
動
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

前
節
よ
り
『
試
論
』
で
の
言
語
批
判
は
、
認
識
の
記
号
化
と
行
動
の
固

定
化
と
い
う
二
点
で
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
言
語
の
不
動
化
に
執
着
す

る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て

(cf.
P
.
M
.
 3
2
)

、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
言
語
批
判
は
繰

り
返
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
後
期
の
著
作
『
思
考
と
動
く

も
の
』
所
収
の
「
緒
論
第
二
部
」
（
以
下
、
『
緒
論
』
と
記
す
）
か
ら
言
語

批
判
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
そ
の
言
語
批
判
を
象
徴
す
る
語
は
、
「
言
語

偏
重
主
義

verbalisme」
(P.M.
8
4
)

と
「
言
語
人

H
o
m
o
loquax」

(P.M. 9
2
)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
社
会
的
生
に
有
用
な
概
念
を
操
作
す

る
こ
と
に
終
始
す
る
態
度
や
、
社
会
的
生
に
有
用
な
概
念
を
組
み
合
わ
せ

る
だ
け
で
、
実
在
の
認
識
を
得
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る

(cf.
P
.
M
.
 

9
1
)

。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
態
度
は
、
様
々
な
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
実

際
に
探
求
す
る
こ
と
も
せ
ず
に
あ
る
対
象
に
つ
い
て
の
結
論
を
他
の
対
象

に
適
用
す
る
態
度
で
あ
り
、
あ
る
結
論
や
概
念
と
い
っ
た
言
語
の
内
に
保

存
さ
れ
て
い
る
不
十
分
な
認
識
で
体
系
を
打
ち
立
て
る
態
度
で
あ
る

(cf.

P
.
M
.
 9
8
)

。
既
に
記
号
化
さ
れ
た
認
識
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な

精
神
の
態
度
は
、
『
試
論
』
で
の
心
的
表
層
的
生
に
等
し
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
言
語
の
不
動
化
に
執
着
す
る
精
神
の
態
度
が
『
緒
論
』

で
も
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
緒
論
』
で
は
さ
ら
に
、
言

語
の
原
初
的
機
能
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
言
語
の
不
動
化
が
生

言
語
の
不
動
化
と
身
体
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じ
て
く
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
言
語
の
原
初
的
機
能
は
、
「
共
同
作

業
の
た
め
に
伝
達
を
打
ち
立
て
」
、
「
命
令
や
警
告
を
伝
え
る
」
こ
と
で
あ

り

(P.M.
8
6
)

、
言
語
の
機
能
は
常
に
「
社
会
的
」
で
あ
る

(P.M.
8
6
-

8
7
)

。
社
会
内
で
労
働
を
組
織
化
す
る
よ
う
に
、
言
語
は
事
物
や
活
動
様

式
や
人
物
を
示
唆
す
る
伝
達
の
作
用
な
の
で
あ
り

(cf.
P.M. 8
6—
8
7
)

、

こ
の
伝
達
の
た
め
に
言
語
の
不
動
化
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

言
語
の
不
動
化
は
、
社
会
内
の
複
数
の
個
体
の
意
識
に
共
通
な
不
動
化
で

あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

で
は
、
複
数
の
個
体
の
意
識
に
共
通
な
不
動
化
は
、
何
に
よ
っ
て
可
能

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
の
不
可
欠
な
要
索
の
一

つ
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
身
体

corps」
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以

下
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
る
が
、
な
る
ほ
ど
個
体
の
意
識
は
初
め
身
体

に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
が
、
複
数
の
個
体
の
意
識
に
共
通
な
不
動
化
も
身

体
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
個
体
と
身
体
と
の
関
係

(
2
)
 

を
人
類
の
社
会
に
お
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

「
ま
ず
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
が
あ
る
ご
）
の
総
体
の
中
に
、
利
害
あ

る
諸
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
反
射
し
て
く
る
よ
う
な
八
作
用
／
行
動
の
中
心

centres d'action:>
が
あ
る

i
こ
の
よ
う
に
し
て
知
覚
が
生
ま
れ
、
行
動

、
、
、
、

が
用
意
さ
れ
る
。
私
の
身
体

m
o
n
corps
は
、
こ
れ
ら
の
知
覚
の
中
心
に

、
、
、
、

現
れ
る
も
の
で
あ
る
口
枇
の
人
格

m
a
personne
は
、
こ
れ
ら
の
（
用
意

さ
れ
た
）
行
動
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
」

(M.M.
4
6
)
 

よ
っ
て
、
人
格
／
個
人
と
は
、
身
体
の
知
覚
状
況
に
対
し
用
意
さ
れ
た

行
動
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
身
体
は
、
外
界
と

人
格
／
個
人
と
の
関
係
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

「
私
の
宇
宙
の
中
心
や
私
の
人
格
の
物
理
的
基
盤
と
し
て
私
が
採
用
す

る
の
は
、
こ
の
特
殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
「
私
の
身
体
」

(cf.
M
.
M
.
 62
)
)
 

で
あ
る
。
」

(M.M.
6
3
)
 

以
上
よ
り
、
人
格
／
個
人
の
区
別
は
、
身
体
が
外
界
（
宇
宙
）
に
占
め

る
位
置
に
よ
る
、
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
『
物
質
と
記
憶
』
で
は
、
身
体

と
こ
れ
に
関
わ
る
人
格
／
個
人
の
意
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
。
身
体
は
、
他
の
物
体
と
違
い
、
宇
宙
内
で
作
用
・
反
作
用
を
選

択
す
る
こ
と
か
ら
、
身
体
は
非
決
定
な
「
作
用
／
行
動
の
中
心
」
で
あ
る

(cf. 
M
.
M
.
 14
)

と
見
な
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
身
体
を
介
し
て
現
れ
る

意
識
，
知
覚
は
、
外
界
に
対
す
る
身
体
の
可
能
的
行
動
を
示
す

(cf.

M
.
M
.
 1
4—
1
6
)と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
人
格
／
個
人
は
、
身
体
の
知

覚
状
況
に
対
し
行
動
が
関
係
づ
け
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る

(cf.M.M・

4
6
)

と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
身
体
毎
に
人
格
／
個
人
の
意
識
は
区
別

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
身
体
に
よ
る
個
体
の
意
識
の
区
別
は
、
人
格
を

持
た
な
い
よ
う
な
低
級
な
生
命
体
の
個
体
の
意
識
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
低
級
な
生
命
体
を
も
含
め
た
「
生

vie」
の
説
明
に

お
い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
個
体
の
意
識
に
与
え
ら
れ
た
行
為
に
よ
っ
て
自
己
を
示
す
と
い
う
能

力
は
、
生
命
体
に
個
別
に
対
応
す
る
判
明
な
物
質
圏
の
形
成
を
要
求
す

る
こ
）
の
意
味
で
、
私
固
有
の
身
体
や
こ
れ
と
の
類
比
に
よ
る
他
の
生
命
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体
は
、
宇
宙
の
連
続
性
の
中
で
私
が
区
別
す
る
も
っ
と
も
根
拠
あ
る
も
の

で
あ
る
：
栄
養
摂
取
の
欲
求
の
周
り
に
、
個
体
の
保
存
や
種
の
保
存
を
目

的
と
す
る
別
の
欲
求
が
組
織
さ
れ
る
。
」

(M.M.221

—

222) 

低
級
な
生
命
体

corps
vivant
も
、
身
体

corps
の
行
動
に
従
っ
て

個
別
に
そ
の
物
質
圏
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
各
個
体
が
区
別
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
身
体
に
よ
っ
て
、
個
体
や
人
格
／
個
人
は
区
別
さ
れ
る
端
緒
を

持
つ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
生
命
体
は
環
境
の
中
か
ら
利
害
あ
る
特
性
の
み
を
孤
立
さ
せ

る
こ
と
か
ら

(cf.
P.M. 5
5
)

、
複
数
の
身
体
に
共
通
な
欲
求
や
傾
向
か

ら
、
複
数
の
個
体
の
意
識
に
共
通
な
も
の
が
打
ち
立
て
ら
れ
る
。
こ
こ
か

ら
、
複
数
の
個
体
の
意
識
に
共
通
な
不
動
化
が
可
能
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

本
能
や
本
能
を
模
倣
し
得
る
よ
う
な
習
慣

(cf.
P.M. 5
5
-
5
6
)

が
、
傾

向
や
欲
求
に
よ
っ
て

(cf.
M
.
M
.
 1
7
6
)

、
作
用
／
行
動
の
中
心
で
あ
る

身
体
に
同
一
反
応
を
起
こ
さ
せ
る
結
果
、
身
体
は
非
反
省
的
に
類
似
を
抽

出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
類
似
は
、
多
様
な
知
覚
に
対
す
る
身

体
反
応
や
運
動
の
「
同
一
性
」

(P.M.
5
6
)

に
よ
る
不
動
化
な
の
で
あ

る
。
本
来
、
言
語
の
不
動
化
は
、
社
会
内
で
の
労
働
組
織
化
の
た
め
に
事

物
や
活
動
様
式
や
人
物
名
を
伝
達
す
る
た
め
に
起
こ
っ
た

(cf.
P.M. 

8
6—
8
7
)。ナ
y
る
と
、
言
語
を
持
ち
労
働
組
織
化
す
る
よ
う
な
種
で
あ
れ

ば
、
言
語
に
よ
る
各
個
体
の
意
識
の
不
動
化
は
、
各
個
体
の
行
動
形
式
に

よ
る
不
動
化
や
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
身
体
に
よ
る
不
動
化
に
含
ま
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
言
語
の
不
動
化
は
行
動
形
式
に
基
づ
き
、
そ
の
行
動
形
式
の

始
ま
り
と
し
て
身
体
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
言
語
の
不
動
化
と
身
体
と
の
関

、
、
、
、
、
、
、
、

係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
語
の
不
動
化
の
前

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

提
で
あ
る
、
社
会
内
の
複
数
の
個
体
の
意
識
に
共
通
な
不
動
化
は
、
行
動

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

形
式
や
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
身
体
に
依
存
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
言
語
の
伝
達
機
能
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
行
動
形
式

や
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
身
体
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
社
会
の

方
向
へ
進
化
し
た
と
さ
れ
る
生
物
の
考
察
で
は
、
そ
の
行
動
形
式
の
進
化

が
言
語
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

(cf.
E
.
C
.
 1
5
8
-

1
5
9
,
 

M
.
R
.
 2
2
-
2
3
)

。
ま
ず
、
本
能
へ
進
化
し
た
昆
虫
の
社
会
と
そ
の
言

語
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
人
類
の
社
会
（
知
性
の
社
会
）

の
言
語
を
特
徴
づ
け
て
み
た
い
。

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
「
自
然
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
器
官
、
し
た
が
っ
て
不

動
の
器
官
」

(M.R.
2
2
)

を
利
用
す
る
こ
と
が
、
本
能
の
本
性
的
目
的
で

あ
る

(cf.
E
.
C
.
 1
4
 
0
ー

1
4
2
)

と
見
な
す
。
つ
ま
り
、
昆
虫
の
よ
う
な
本

能
的
動
物
の
行
動
形
式
は
、
そ
の
生
物
種
の
身
体
に
よ
っ
て
生
得
的
に
固

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
伝
達
は
行
動
形
式
に
よ
る
の
で
、
本
能
の
社

会
で
伝
達
さ
れ
る
記
号
も
、
本
能
に
よ
っ
て
各
個
体
に
固
定
的
に
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

(cf.
E
.
C
.
1
5
8ー

1
5
9
)

。
つ
ま
り
、
本
能
の
社
会

で
の
言
語
は
、
生
得
的
な
固
定
的
な
記
号
の
交
換
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

人
類
の
社
会
（
知
性
の
社
会
）
で
は
行
動
形
式
が
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、

各
個
体
の
役
割
は
社
会
の
構
造
に
対
し
前
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
な
い

(cf. E
.
C
.
 1
5
9
)

。
そ
れ
ゆ
え
、
各
個
体
は
社
会
内
で
役
割
を
学
ぶ
必
要
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個
体
が
個
人
的
行
為
と
し
て
の
伝
逹
を
可
能
に
す
る
に
は
、
昆
虫
の
よ

う
な
本
能
と
は
異
な
る
身
体
的
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
も

し
、
昆
虫
の
身
体
の
よ
う
に
、
人
類
の
身
体
が
個
体
の
意
識
を
区
別
す
る

人
類
の
意
識
と
身
体
に
つ
い
て

、
、
、
、
、
、

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
各
個
体
が
「
既
知
の
も
の
か
ら
未
知
の
も
の
ヘ

d
e
 c
e
 qu'on sait a
 ce
 qu'on ignore」

(
E
.
C
.
1
5
9
)
 

(;fflN胴
‘
華
咆
有
）

へ
と
移
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
言
語
が
、
人
類
に
は
必
要
と
さ
れ

る

(cf.
E
.
C
.
 1
5
9
)

。
し
た
が
っ
て
、
人
類
は
社
会
内
で
は
「
新
し
い
こ

と
」
を
伝
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
は
我
々
は
、
言
語
の
特
徴
を
伝
達
の
た
め
の
不
動

化
に
認
め
た
。
そ
の
不
動
化
は
、
複
数
の
個
体
間
で
の
行
動
形
式
や
そ
の

始
ま
り
で
あ
る
身
体
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
伝
達
の

た
め
の
不
動
化
と
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
と
は
相
反
し
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
我
々
は
、
伝
達
の
た
め
の
不
動
化
と
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
と

が
両
立
す
る
理
由
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
あ
る
個
体
か

ら
別
の
個
体
へ
と
「
新
し
い
こ
と
」
が
伝
達
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
伝
達
は

社
会
内
で
の
特
殊
な
伝
達
で
あ
り
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
は
個
人
的
行

為
を
成
立
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
下
の
考
察
で
は
、
「
新
し
い

こ
と
」
の
伝
達
が
個
人
的
行
為
と
成
り
得
る
言
語
の
構
造
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

の
と
同
時
に
、
生
得
的
に
行
動
形
式
が
決
定
さ
れ
る
な
ら
、
個
人
的
行
為

と
し
て
の
伝
達
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
人
類
の
身
体

が
個
体
の
意
識
に
決
定
的
な
行
動
形
式
を
与
え
な
か
っ
た
理
由
に
は
、
人

類
の
生
命
進
化
が
言
語
へ
向
か
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
先
述
し
た

よ
う
に
、
身
体
は
作
用
／
行
動
の
中
心
で
あ
り

(cf.
M
.
M
.
 14
)

、
身
体

を
介
し
て
現
れ
る
知
党
は
、
外
界
に
対
す
る
身
体
の
可
能
的
行
動
を
表
し

て
い
た

(cf.
M
.
M
.
 1
4ー

1
6
)

。
そ
し
て
、
こ
の
知
覚
・
可
能
的
行
動
の

選
択
は
、
身
体
の
神
経
系
の
複
雑
さ
に
比
例
す
る

(cf.
M
.
M
.
 4
2
-

(
3
)
 

4
4
)

。
人
類
以
外
の
動
物
の
場
合
、
脳
内
運
動
の
組
み
合
わ
せ
が
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
動
物
の
意
識
は
種
の
習
慣
や
自
動
性
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
支
配
さ
れ
て
い
る

(cf.
E
.
C
.
 2
6
3—
2
6
4
)
。
そ
れ
に
対
し
、
人
類
で

は
、
言
語
の
進
化
が
、
脳
に
備
え
付
け
ら
れ
る
機
構
の
数
や
選
択
さ
れ
る

始
動
装
置
の
数
を
無
限
に
増
や
し
、
そ
の
結
果
、
人
類
の
意
識
は
逆
に
諸

習
慣
の
自
動
性
を
制
御
・
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(cf.
E
.
C
.
 184

— 

1
8
5
,
2
6
4ー

2
6
5
)

AJ
『
釧
型
坦
的
}
准
心
ル
1

』
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
語
に
対
応

す
る
脳
機
構
が
、
そ
れ
自
身
に
対
し
て
や
他
の
事
柄
に
反
応
す
る
機
構
に

対
し
て
葛
藤
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
行
動
遂
行
に
溺
れ
て
し
ま
う

は
ず
の
意
識
が
、
自
己
を
取
り
戻
し
、
身
体
機
構
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で

あ
る

(cf.
E
.
C
.
 1
8
4
 
|
 1
8
5
)

。
そ
れ
ゆ
え
、
人
類
の
意
識
は
、
昆
虫
の
意

識
や
他
の
動
物
の
意
識
の
よ
う
に
身
体
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ

る
。
確
か
に
、
生
命
進
化
に
よ
っ
て
、
人
類
の
意
識
は
身
体
に
囚
わ
れ
な

く
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
意
識
が
身
体
の
習
慣
的
な
機
構
を
支
配
す

105 



る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
意
識
は
身
体
の
用
意
す
る
習
慣
に
対
し
、

選
択
の
自
由
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
。
す
る
と
、
社
会
内
で
は
固
定
さ
れ
た

も
の
が
伝
達
さ
れ
る
だ
け
で
「
新
し
い
こ
と
」
は
伝
達
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

個
体
間
で
伝
達
さ
れ
る
要
索
は
、
複
数
の
身
体
間
に
共
通
な
行
動
形
式
で

あ
り
、
身
体
に
よ
っ
て
不
動
化
さ
れ
て
与
え
ら
れ
る
既
知
の
も
の
に
す
ぎ

「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
に
つ
い
て
検
討
す
る
ま
え
に
、
こ
こ
で
我
々

は
生
命
進
化
の
考
察
か
ら
個
体
の
考
察
へ
と
移
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
生
命
進
化
の
観
点
か
ら
考
察
さ
れ
た
意
識
は
、
外
界
と
い
う
空
間

へ
の
行
動
形
式
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
我
々
は
、
言
語

の
伝
達
性
を
重
視
し
て
、
外
界
（
社
会
）
と
い
う
空
間
内
に
お
い
て
複
数

の
個
体
の
意
識
を
区
別
す
る
こ
と
か
ら
考
察
を
始
め
た
。
そ
の
個
体
の
意

識
の
区
別
は
身
体
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
考
察
は
、
知
覚
す
な
わ
ち
外
界
へ

の
行
動
形
式
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
身
体
は
人
格
の
物

理
的
基
盤
に
し
か
す
ぎ
な
い

(cf.
M
.
M
.
 63
)

。
も
し
、
人
類
の
意
識
が

身
体
に
よ
っ
て
不
動
化
さ
れ
た
意
識
（
知
覚
）
の
み
に
限
ら
れ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
『
試
論
』
で
の
自
我
（
持
続
）
の
連
続
性
の
記
述

(cf.
本
稿

第
一
節
）
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
意
識
が
行
動
形
式
や
そ
の
始
ま
り
で

あ
る
身
体
に
よ
る
不
動
化
を
受
け
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
の
意
識
は
人

格
／
個
人
を
形
成
す
る
意
識
の
一
部
、
す
な
わ
ち
知
党
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

不
動
性
ゆ
え
に
、
『
試
論
』
で
の
心
的
表
層
的
生
を
成
す
に
す
ぎ
な
い
。
確

か
に
、
外
界
の
時
間
的
な
流
れ
を
自
己
と
同
時
に
知
覚
し
て
い
る
と
い
う

な
い
の
で
あ
る
。

点
で
は
、
意
識
は
現
在
と
い
う
瞬
間
を
保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
外
界

の
知
覚
だ
け
で
は
、
意
識
は
そ
れ
自
身
の
連
続
性
と
し
て
の
持
続
を
持
ち

こ
こ
で
我
々
は
心
身
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
か
ら
『
試
論
』
の
「
意
識
」

(
4
)
 

の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
『
物
質

と
記
憶
』
で
心
身
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
「
意
識
」
と
「
無
意
識
」

の
二
つ
を
用
い
て
、
個
体
の
意
識
の
連
続
性
を
保
持
し
て
い
る
。
繰
り
返

す
こ
と
に
な
る
が
、
知
党
で
あ
る
意
識
は
、
外
界
へ
の
行
動
形
式
で
あ
り
、

い
わ
ば
個
体
が
外
界
に
対
し
て
持
つ
意
識
の
空
間
的
な
拡
が
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
個
体
の
意
識
の
時
間
的
な
拡
が
り
を
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
純

(
5
)
 

粋
記
憶

souvenir

pur」
と
い
う
「
無
意
識
」
に
求
め
て
い
る
。
ベ
ル
ク

ソ
ン
が
意
識
と
無
意
識
と
の
区
別
を
立
て
た
理
由
は
身
体
に
あ
る
。
身
体

は
作
用
／
行
動
の
中
心
で
あ
っ
た

(cf.
M
.
M
.
 14
,
 

本
稿
第
二
節
）
。
こ

の
身
体
は
生
命
体
で
あ
る
た
め
、
「
環
境
と
の
平
衡
、
生
の
一
般
的
目
的
で

あ
る
適
応
」

(M.M.
8
9
)

、
す
な
わ
ち
生
命
保
存
を
第
一
に
し
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
個
体
の
意
識
は
外
界
に
対
す
る
行

動
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(cf.
M
.
M
.
 89
)

。
『
試
論
』
で
述

べ
ら
れ
た
よ
う
に
意
識
が
過
去
の
意
識
を
保
持
し
て
い
て
も
、
生
命
保
存

の
た
め
に
行
動
へ
向
か
う
べ
き
意
識
に
と
っ
て
は
、
現
在
の
状
況
に
関
わ

ら
な
い
記
憶
を
想
起
す
る
こ
と
は
有
用
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の

状
況
に
関
係
な
く
過
去
に
つ
い
て
の
意
識
が
想
起
さ
れ
る
の
な
ら
、
意
識

は
行
動
す
る
に
あ
た
り
混
乱
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 8
9ー

得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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(cf. 
E
.
C
.
 184

—

185, 

2
6
4
-
2
6
5
,
 

M. 4
8
6
-
4
8
7
)

。
I
八
痒
胡
の

意
識
は
純
粋
記
憶
か
ら
の
想
起
の
自
由
を
も
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
、
と
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
認
め
て
い
る

(cf.
M
.
M
.
 1
9
9
 
|
 2
0
0
)

。
し
か
し
、
人
類
も

生
命
体
で
あ
る
限
り
、
記
憶
の
現
実
化
は
身
体
の
現
在
時
の
感
覚
や
運
動

に
関
係
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 1
5
6
,
 
1
9
3
)

。
そ
の
た

め
、
身
体
が
記
憶
の
現
実
化
を
調
整
・
制
限
し
(
c
f
.

M
.
M
.
 8
6
 
|
 8
8
,
 199

— 

2
0
0
)

、
行
動
に
有
用
な
記
憶
し
か
想
起
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

(cf.M.M.

9
0
)

。
こ
こ
で
人
類
の
個
体
の
意
識
と
身
体
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
人

類
の
個
体
の
意
識
は
、
身
体
に
物
理
的
基
盤
を
持
つ
こ
と
か
ら
区
別
さ
れ

た
が
、
単
に
身
体
の
意
識
に
還
元
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
人
類
の
個
体
の

意
識
は
、
そ
の
連
続
性
と
し
て
、
潜
在
的
な
意
識
で
あ
る
純
粋
記
憶
を
保

持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
行
動
へ
の
有
用
性
の
観
点
か
ら
純
粋
記
憶
の
意

識
へ
の
現
実
化
が
制
限
さ
れ
、
行
動
や
身
体
と
関
わ
り
を
持
つ
限
り
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
に
有
用
な
記
憶
の
み
が
意
識
に
現
実
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

個
体
の
意
識
の
連
続
性
を
保
持
す
る
純
粋
記
憶
は
、
行
動
へ
の
有
用
性
へ

で
は
な
い

9
1
)

。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
で
あ
る
行
動
に
対
し
記
憶
は
無
力
で
あ
り
、
そ
の

無
力
さ
ゆ
え
に
記
憶
は
意
識
に
現
実
化
さ
れ
ず
、
記
憶
は
潜
在
的
意
識
と

し
て
無
意
識
に
留
ま
る
の
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 1
5
6ー

1
5
7
)

。
こ
の
よ
う

に
、
個
体
の
意
識
の
連
続
性
を
潜
在
的
に
保
持
し
て
い
る
無
意
識
は
、
「
純

粋
記
憶
」
と
呼
ば
れ
る
「
個
人
的
な
記
憶
」

(
M
.
M
.
116)
で
あ
る
。

生
命
進
化
に
よ
っ
て
人
類
の
意
識
は
身
体
に
囚
わ
れ
な
く
な
っ
た
だ
け

の
観
点
か
ら
身
体
に
よ
っ
て
、

(
6
)
 

限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

理
解
・
解
釈
の
知
的
努
力

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
は
、
身
体
間
で
交
換
さ
れ
る
不
動
化
さ
れ
た
要
索

で
は
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
「
新

し
い
こ
と
」
の
伝
達
が
、
社
会
内
で
の
そ
の
特
殊
性
ゆ
え
に
個
人
的
行
為

と
考
え
ら
れ

(cf.
本
稿
第
二
節
）
、
ま
た
、
個
人
的
行
為
は
、
人
格
／
個

人
全
体
を
示
す
行
為
(
c
f
•
D.I. 1
2
9
)

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
試

論
』
で
の
個
人
の
時
間
的
な
拡
が
り
（
個
人
的
な
記
憶
）
を
伴
っ
た
伝
達

の
場
合
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
は
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
「
多
少
と
も
直
観
を
と
ら
え
た
、
根
本
的

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
新
し
く
絶
対
的
に
単
純
な
観
念
の
明
晰
さ
」

(
P
.
M
.
3
1
)
 

(
強
調
、
論

者
）
を
得
る
に
は
「
努
力
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
示
唆
し
て
い
る
。
す
る

と
、
「
新
し
い
こ
と
」
が
伝
達
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
努
力
が
必
要
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
我
々
は
「
理
解
・
解
釈
」
の

知
的
努
力
に
お
い
て
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
『
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
所
収
の
「
知
的
努

カ
」
（
以
下
『
知
的
努
力
』
と
記
す
）
と
こ
れ
の
理
解
を
補
う
『
物
質
と
記

の
知
的
努
力
に

憶
』
を
用
い
て
、

四

理
解
・
解
釈
（
以
下
、
解
釈
と
略
す
）

つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

い
わ
ば
時
間
的
に
意
識
へ
の
現
実
化
が
制

107 



、
、
、

計
算
を
た
ど
る
こ
と
が
計
算
を
自
分
で
や
り
直
す
こ
と
で
あ
る
よ
う
に

(cf. 
M
.
M
.
 12
9
,
 
E
.
S
.
 1
6
9
)
 

(
強
調
、
論
者
）
、
聞
い
た
こ
と
や
読
ん

だ
こ
と
を
解
釈
す
る
こ
と
は
、
他
人
が
話
す
こ
と
や
書
い
た
こ
と
を
解
釈

者
自
身
が
努
力
し
て
「
再
構
成
」

(cf.
M
.
M
.
 12
9
,
 
E
.
S
.
 1
7
1
)

す
る

こ
と
で
あ
る
、
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
再
構
成
は
、
解
釈

者
か
ら
提
示
さ
れ
る
「
力
動
的
図
式
s
c
h
e
m
a
dynarnique」

(
E
.
S
.

1
7
3
)

に
よ
っ
て
方
向
付
け
ら
れ
る
。
力
動
的
図
式
と
は
、
「
こ
れ
か
ら
知

覚
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
意
味
作
用
s
i
g
n
i
f
i
c
a
t
i
o
n
に
関
わ
る
仮
説
」

(
E
.
S
.
 1
7
3
)

や
「
こ
の
知
覚
と
過
去
の
経
験
の
あ
る
特
定
の
要
索
と
の
確

か
ら
し
い
関
係
に
関
わ
る
仮
説
」

(
E
.
S
.
1
7
3
)

で
あ
り
、
再
構
成
を
始
め

る
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
解
釈
は
語
か
ら
諸
観
念
に
進
む
、
と
一

般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
が

(cf.
E
.
S
.
 
172)
、
実
際
は
、
解
釈
は
解

釈
者
側
の
力
動
的
図
式
か
ら
始
ま
る
、
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
主
張
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
解
釈
さ
れ
る
べ
き
文
p
h
r
a
s
e
を
構
成
し
て
い
る
語
m
o
t
そ
れ

ぞ
れ
が
、
個
別
的
に
意
味
や
観
念
を
表
す
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

(cf.

E
.
S
.
 1
7
2
)

。
ま
た
、
語
は
そ
の
文
脈
の
前
後
関
係
か
ら
特
殊
な
意
味
作
用

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
借
り
た
り
も
す
る
か
ら
で
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 
172)
。

そ
れ
で
は
、
話
を
聞
い
た
り
本
を
読
ん
で
い
る
と
き
は
解
釈
者
は
何
を

聞
き
取
り
、
何
を
読
み
取
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
解
釈
者
が
聞
き
取
っ

た
の
は
発
音
さ
れ
た
語
の
一
部
で
あ
り
、
読
み
取
っ
た
の
は
文
字
の
縦
線

や
描
線
で
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 1
7
0
)

と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
解
釈
者
に
与
え
ら
れ
る
ナ
マ
の

brut聴
覚
や
視
覚
は
、
解
釈
の
た
め

の
「
標
識
p
o
i
n
t
s
d
e
 r
e
p
e
r
e
」
や
「
枠
c
a
d
r
e
」
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
知
覚

さ
れ
た
標
識
・
枠
に
解
釈
者
自
身
が
記
憶
を
満
た
す
の
で
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 

1
7
0
)

。
つ
ま
り
、
解
釈
者
が
実
際
に
聞
き
取
っ
た
り
読
み
取
っ
た
標
識
・

枠
は
、
「
対
応
す
る
観
念
の
秩
序
に
我
々
（
解
釈
者
）
を
お
く
た
め
に
必
要

な
も
の
」

(
E
.
S
.
1
7
1
)

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

一
体
、
こ
の
標
識
・
枠
は
ど
の
よ
う
に
し
て
与
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
指
示
に
従
っ
て
『
物
質
と
記
憶
』

(
7
)
 

を
参
照
し
て
み
る
。
『
物
質
と
記
憶
』
で
は
、
標
識
・
枠
を
認
め
る
感
覚

印
象
の
再
認
に
つ
い
て
、
聴
覚
的
再
認
が
考
察
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

(cf. 
M
.
M
.
 1
2
0—
)
。
感
覚
印
象
（
聴
覚
印
象
）
が
い
か
に
再
認
さ
れ
る

の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
運
動
図
式

S
C
冤
m
e

moteur」

(M.M.
1
2
1
)

を
用
い
て
答
え
る
。
聴
覚
印
象
が
、
身
体
内
で

起
こ
る
「
初
発
的
運
動
」
の
感
覚
（
「
初
発
的
筋
肉
感
覚
」

(M.M.
1
2
1
)
)
 

へ
と
分
節
化
さ
れ
、
こ
の
主
要
な
分
節
が
意
識
内
で
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
、

運
動
図
式
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 1
2
 0ー

1
2
8
)

。
例
え
ば
、
語
や
文
が
物
理

的
に
異
な
っ
た
様
々
な
音
色
の
声
で
発
せ
ら
れ
て
も
、
な
ぜ
語
や
文
が
同

一
視
さ
れ
る
の
か

(cf.
M
.
M
.
 1
3
0—
1
3
1
)とい
う
問
い
に
対
し
て
も
、

運
動
図
式
を
も
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
音
色
が
違
っ
て
い

て
も
、
語
や
文
は
、
解
釈
者
の
身
体
内
で
の
分
節
の
強
調
に
よ
っ
て
、
す

な
わ
ち
運
動
図
式
に
よ
っ
て
、
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
解
釈
者
の
身
体
内
の
初
発
的
運
動
は
、
習
慣
が
身
体
内
に
構
成

(
8
)
 

し
た
運
動
装
置
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る

(cf.
M
.
M
.
 1
2
2
,
2
6
7
)

。
つ
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（
標
識
・
枠
）
が
生
じ
る
。
こ
の
運
動
図
式

（
標
識
・
枠
）
と
、
力
動
的
図
式
と
を
解
釈
者
が
試

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

行
錯
誤
し
相
互
に
完
全
に
適
応
さ
せ
た
場
合
、
解
釈
者
自
身
が
解
釈
を
「
新

、
、
、
、
、
、

し
く
創
造
す
る
」

(
E
.
S
.
1
6
9
)

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
伝
達
の
た

め
に
は
複
数
の
意
識
に
共
通
な
不
動
化
が
必
要
で
あ
る
が
こ
の
既
知
の
要

索
の
伝
達
が
な
ぜ
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
を
も
可
能
に
す
る
の
か
、
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
人
類
の
言
語
は
、
伝
達

可
能
な
既
知
の
要
索
と
し
て
、
複
数
の
身
体
に
共
通
な
初
発
的
運
動
の
感

覚
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
既
知
の
要
索
は
「
新
し
い
こ
と
」
の
内
容
で
は

な
く
、
標
識
・
枠
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
標
識
・
枠
を
解
釈
者
（
伝

達
さ
れ
た
者
）
が
と
り
入
れ
、
解
釈
者
自
身
が
知
的
努
力
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
「
新
し
い
こ
と
」
（
の
内
容
）
が
創
造
さ
れ
る
。
人
類
の
言
語
で
は
、

こ
の
解
釈
者
自
身
の
創
造
も
伝
達
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

事
態
は
、
社
会
内
で
の
伝
達
す
る
者
か
ら
伝
達
さ
れ
る
者
へ
の
単
な
る
模

倣
で
は
な
い
。
伝
達
さ
れ
る
者
自
身
が
努
力
し
な
け
れ
ば
、
「
新
し
い
こ

と
」
は
創
造
さ
れ
る
こ
と
さ
え
な
く
伝
達
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の

(10) 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伝
達
さ
れ
る
者
に
「
新
し
い
こ
と
」
が
創
造
／

に
よ
る
イ
マ
ー
ジ
ュ

ま
り
、
習
慣
に
よ
っ
て
身
体
内
に
起
こ
る
初
発
的
運
動
の
感
覚
が
、
解
釈

者
の
持
つ
標
識
・
枠
と
い
っ
た
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
の
最
初
の
接
触
」

(
E
.
S
.

(
9
)
 

171)
に
な
る
の
で
あ
る
。
解
釈
者
自
身
の
身
体
内
の
運
動
図
式
に

よ
っ
て
語
や
文
は
同
定
さ
れ
、
運
動
図
式
に
よ
っ
て
同
定
さ
れ
た
こ
と
自

体
に
つ
い
て
、
イ
マ
ー
ジ
ュ

伝
達
さ
れ
る
に
は
、
力
動
的
図
式
と
、
標
識
・
枠
（
運
動
図
式
に
よ
る
同

定
も
含
む
）
と
、
標
識
・
枠
を
埋
め
る
記
憶
が
必
要
で
あ
る
。
「
新
し
い
こ

と
」
が
生
み
出
さ
れ
る
の
は
、
外
界
か
ら
で
は
な
く
、
伝
達
さ
れ
る
者
自

身
の
個
人
的
な
記
憶
（
純
粋
記
憶
）
や
知
的
努
力
か
ら
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
類
の
言
語
で
は
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
に
限
ら
ず
‘

「
日
常
的
な
こ
と
」
が
伝
達
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
標
識
・
枠
で
あ

る
初
発
的
運
動
の
感
覚
と
、
そ
れ
を
満
た
す
た
め
の
記
憶
や
力
動
的
図
式

が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
必
要
で
あ
る
な
ら
、
知
的
努
力

を
伴
う
解
釈
と
、
心
的
表
層
的
生
に
お
い
て
の
自
動
的
な
解
釈
と
の
間
に

は
、
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
動
性
が
見
ら
れ
る
解

釈
で
は
、
知
覚
さ
れ
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
で
あ
る
感
覚
）
は
機
械

的
に
解
釈
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
知
的
努
力
を
含
ま
な
い

(cf.
E
.
S
.
 

1
6
7ー

1
6
8
)

、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
知
的
努
力
に
は
程
度
の
差
が

あ
り
、
そ
の
程
度
の
差
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図
式

と
の
相
互
適
応
の
難
し
さ
に
認
め
ら
れ
る

(cf.
E
.
S
.
 1
7
7
)

、
と
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
主
張
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
知
的
努
力
を
伴
う
解
釈
と
、
自
動
的

な
解
釈
と
の
間
に
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図
式
と
の

相
互
適
応
の
難
し
さ
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

(11) 

、1
さ
て
、
解
釈
者
が
知
的
努
力
を
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

る
の
だ
ろ
う
か
。
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）

を
満
た
す
記
憶
や
、
力
動
的
図
式
は
、
解
釈
者
自
身
か
ら
生
じ
て
い
る
。
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知
的
努
力
が
少
な
い
場
合
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図

式
と
の
相
互
適
応
が
容
易
で
あ
り
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
を
埋
め

る
記
憶
が
容
易
に
選
択
さ
れ
た
。
記
憶
の
選
択
に
し
ろ
、
力
動
的
図
式
の

選
択
に
し
ろ
、
こ
れ
は
解
釈
者
の
個
人
的
な
記
憶
‘
純
粋
記
憶
に
関
わ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
力
動
的
図
式
は
、
解
釈
者
の
記
憶
や
過

去
の
経
験
に
甚
づ
く
仮
説
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 
173)
。
そ
れ

ゆ
え
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図
式
の
適
応
が
容
易
な
場

合
は
、
解
釈
者
自
身
が
適
応
す
る
力
動
的
図
式
を
既
に
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

逆
に
、
解
釈
者
が
適
応
す
る
力
動
的
図
式
を
見
出
せ
ず
、
試
行
錯
誤
す

る
場
合
が
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 
181 | 
182)
。
こ
の
場
合
は
、
知
的
努
力
が
大

き
い
「
新
し
い
こ
と
」
の
解
釈
（
伝
達
）
に
あ
て
は
ま
る
。
適
応
状
況
次

第
で
、
既
知
の
力
動
的
図
式
か
ら
未
知
の
力
動
的
図
式
へ
、
イ
マ
ー
ジ
ュ

（
標
識
・
枠
）
を
埋
め
る
記
憶
の
既
知
の
選
択
か
ら
未
知
の
選
択
へ
と
、

解
釈
者
の
記
憶
は
操
作
さ
れ
る
。
こ
れ
ほ
ど
多
様
に
、
な
ぜ
解
釈
者
は
記

憶
を
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
『
物
質
と
記
憶
』
よ
り
、
記

憶
の
選
択
に
つ
い
て
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
見
解
を
参
照
し
て
み
よ
う
。

ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
記
憶
が
、
あ
た
か
も
ア
ト
ム
の
よ
う
な
バ
ラ
バ
ラ
な

記
憶
と
し
て
、
い
わ
ば
相
互
外
在
的
な
記
憶
と
し
て
保
存
さ
れ
る
、
と
は

考
え
て
は
い
な
い
。
「
不
可
分
な
全
体
」

(M.M.
185)
を
成
す
純
粋
記

憶
と
し
て
、
記
憶
は
保
存
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
不
可
分
な
純
粋

記
憶
全
体
の
中
か
ら
、
意
識
に
よ
っ
て
特
定
の
記
憶
が
分
離
さ
れ
る
こ
と

る。 で
、
記
憶
の
選
択
が
行
わ
れ
る

(cf.
M
.
M
.
 184ー
185)
。
と
い
う
の
も
‘

連
合
説
の
よ
う
に
、
各
記
憶
を
相
互
外
在
的
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
心
的
ア
ト

ム
）
と
見
な
し
た
場
合
、
こ
の
相
互
外
在
的
な
独
立
し
た
存
在
（
心
的
ア

ト
ム
）
を
結
合
さ
せ
た
り
選
択
し
た
り
す
る
理
由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 183ー
185)
。
し
た
が
っ
て
、
純
粋
記
憶
は
（
潜

在
的
に
で
は
あ
る
が
）
不
可
分
な
全
体
と
し
て
意
識
に
与
え
ら
れ
、
意
識

が
選
択
さ
れ
る
べ
き
部
分
を
記
憶
全
体
か
ら
分
離
さ
せ
る
の
で
あ
る

(cf.

M
.
M
.
 184ー
185)
。
意
識
に
与
え
ら
れ
て
い
る
記
憶
の
不
可
分
な
全
体
と

は
、
本
稿
第
三
節
で
確
認
し
た
意
識
の
時
間
的
拡
が
り
を
意
味
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
記
憶
の
選
択
は
、
純
粋
記
憶
と
い
う
個
人
的
な
記
憶
の
不
可

(12) 

分
な
全
体
に
お
い
て
、
そ
の
個
人
の
意
識
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

記
憶
力
は
「
精
神
的
態
勢

dispositions
m
e
n
t
a
l
e
s
」
に
応
じ
て
無
限
に

多
様
な
体
系
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
(
c
f
.

M
・
M
・
1
8
8
)
、
意
識
に
よ
っ
て
、

記
憶
や
力
動
的
図
式
の
選
択
は
無
限
に
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
選
択
が
自
動
的
で
な
い
場
合
、
力
動
的
図
式
と
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標

識
・
枠
）
と
の
試
行
錯
誤
に
応
じ
て
、
人
格
／
個
人
全
体
を
伴
っ
て
想
起

さ
れ
る
記
憶
や
力
動
的
図
式
と
い
っ
た
選
択
肢
が
創
造
さ
れ
る
の
で
あ

で
は
、
個
人
的
な
記
憶
全
体
の
中
か
ら
記
憶
や
力
動
的
図
式
が
選
択
さ

れ
、
知
的
努
力
が
行
わ
れ
た
結
果
、
解
釈
者
の
意
識
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図
式

(13) 

と
の
相
互
適
応
（
知
的
努
力
）
が
困
難
で
あ
っ
た
場
合
、
解
釈
者
の
意
識
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に
は
「
上
級
の
明
晰
さ
や
判
明
さ

superieure
」
(
E
.
S
.
184)
が
与
え
ら
れ
る

(cf.
E
.
S
.
 184)
、
と
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
困
難
な
相
互
適
応
で
は
、
一
方
で
、
力
動
的
図

式
は
記
憶
や
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
を
吸
収
す
る
こ
と
で
発
展
し
、

表
象
は
厚
み
を
持
つ

(cf.
E
.
S
.
1
8
5
)
。
他
方
で
、
力
動
的
図
式
が
こ
れ

を
展
開
さ
せ
得
な
い
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
廃
棄
す
る
結
果
、
解
釈
者
の
意
識
の

現
実
的
内
容
に
は
「
個
別
性

individualite
」
(
E
.
S
.
1
8
5
)

が
与
え
ら

れ
、
解
釈
者
の
意
識
の
現
実
的
内
容
は
他
の
表
象
か
ら
個
別
化
•
特
殊
化

さ
れ
る
の
で
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 
185)
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
心
的
状
態
が
示
す

努
力
に
、
心
的
状
態
の
豊
か
さ
は
比
例
す
る
」

(
E
.
S
.
1
8
5
)

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
知
的
努
力
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・

枠
）
と
力
動
的
図
式
と
の
相
互
適
応
の
難
し
さ
に
知
的
努
力
が
比
例
し
、

さ
ら
に
、
こ
の
知
的
努
力
に
解
釈
者
の
意
識
状
態
の
豊
か
さ
が
比
例
す
る
。

そ
し
て
、
困
難
な
知
的
努
力
の
場
合
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
を
満

た
す
記
憶
と
力
動
的
図
式
は
、
個
人
的
な
記
憶
全
体
に
関
わ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
知
的
努
力
で
解
釈
者
に
与
え
ら
れ
る
「
新
し
い
こ
と
」
の
創
造
や
上

級
の
明
晰
さ
や
判
明
さ
は
、
不
可
分
な
持
続
で
あ
る
個
人
的
な
記
憶
全
体

、
、
、
、
、

か
ら
起
こ
る
個
人
的
行
為
の
産
物
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
当
然
、
知
的
努

力
が
欠
け
た
場
合
、
力
動
的
図
式
と
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
の
適

応
が
自
動
的
に
起
こ
る
の
で
、
解
釈
者
の
意
識
に
上
級
な
明
晰
さ
や
判
明

、
、
、

さ
が
新
た
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

目
e
clarte 
et 
u
n
e
 
distinction 

言
語
の
特
徴
は
、
意
識
の
不
動
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
不
動
化
は
、
言
語

の
原
初
的
機
能
で
あ
る
伝
達
に
由
来
し
、
不
動
化
の
基
準
は
、
複
数
の
個

体
に
共
通
な
行
動
形
式
や
身
体
に
求
め
ら
れ
た
。
人
類
の
言
語
で
は
、
身

体
の
初
発
的
運
動
の
感
覚
や
運
動
図
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
イ

マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
が
、
意
識
の
不
動
化
と
し
て
見
ら
れ
、
こ
の
イ

マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
で
個
体
間
の
伝
達
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
言

語
の
伝
達
は
、
心
的
表
層
的
生
で
の
自
動
的
な
解
釈
と
、
知
的
努
力
を
伴

う
解
釈
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
解
釈
の
間
に
は
、
イ
マ
ー

ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図
式
と
の
相
互
適
応
の
難
し
さ
に
応
じ
て
、

す
な
わ
ち
知
的
努
力
の
程
度
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
段
階
づ
け

ら
れ
る
。
段
階
の
一
端
を
成
す
心
的
表
層
的
生
で
の
言
語
の
伝
達
の
場

合
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
に
よ
っ
て
、
伝
達
内
容
は
自
動
的
に
決

定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
既
知
の
運
動
と
し
て
解
釈
が
行
わ
れ
る
た
め
、

既
知
の
こ
と
し
か
伝
達
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
知
的
努
力
を
伴
う
解

釈
で
は
、
確
か
に
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
が
伝
達
を
可
能
に
し
て

い
る
が
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
が
伝
達
内
容
を
完
全
に
決
定
す
る

の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
解
釈
の
知
的
努
力
は
、
解
釈
者
自
身
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
力
動
的
図
式
や
、
イ
マ
ー
ジ
ュ

（
標
識
・
枠
）
と
力
動
的
図
式
を
相
互
適
応
さ
せ
る
知
的
努
力
は
、
解
釈

五
伝
達
さ
れ
る
こ
と
と
伝
達
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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者
個
人
に
そ
の
起
源
を
持
つ
。
解
釈
の
知
的
努
力
は
、
伝
達
の
観
点
か
ら

は
再
構
成
や
模
倣
と
見
な
さ
れ
る
が
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
の
遂
行
に

は
、
伝
達
さ
れ
た
者
（
解
釈
者
）
自
身
が
、
話
者
や
著
者
の
思
惟
の
運
動

を
追
い
つ
つ
、
伝
達
さ
れ
る
べ
き
（
解
釈
さ
れ
る
べ
き
）
内
容
を
「
新
し

く
創
造
す
る
」

(
E
.
S
.
1
6
9
)

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
知
的
努
力
の

過
程
で
は
、
伝
達
さ
れ
る
者
自
身
が
、
そ
の
個
人
的
な
記
憶
全
体
か
ら
、

新
た
に
、
力
動
的
図
式
と
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
を
満
た
す
記
憶

を
創
り
出
し
た
り
見
つ
け
だ
し
た
り
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
新
し
い
こ
と
」

の
伝
逹
は
、
既
知
の
力
動
的
図
式
で
解
釈
が
行
わ
れ
る
容
易
な
知
的
努
力

と
は
別
の
過
程
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
創
造
に
よ
っ
て
、
伝
達

さ
れ
る
者
に
は
、
よ
り
上
級
な
明
晰
さ
や
判
明
さ
が
与
え
ら
れ
る
た
め
に
、

「
新
し
い
こ
と
」
が
伝
達
さ
れ
た
者
の
意
識
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
質
な

継
起
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
新
し
い
こ
と
」
が
伝
達
さ

れ
た
者
は
、
既
知
の
も
の
で
あ
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
に
基
づ
い

て
知
的
努
力
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
意
識
は
、
創
造
的
な
異
質
的
継
起
を

形
成
す
る
の
で
あ
る
。
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
に
お
い
て
は
、
言
語
は
、

伝
達
さ
れ
る
者
に
知
的
努
力
の
た
め
の
足
が
か
り
を
与
え
る
。
身
体
を
介

し
て
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
で
、
伝
達
さ
れ
る

者
は
、
本
来
潜
在
的
な
個
人
的
な
記
憶
全
体
を
伴
っ
た
知
的
努
力
が
可
能

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
類
の
言
語
は
伝
達
さ
れ
る
者
に
創

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

造
的
な
持
続
を
形
成
す
る
よ
う
に
導
く
端
緒
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
の
考
察
か
ら
、
「
伝
達
さ
れ

る
者
」
の
意
識
（
持
続
）
に
対
す
る
言
語
の
積
極
的
な
関
係
が
見
出
さ
れ

た
。
で
は
、
「
伝
達
す
る
」
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
「
伝
達
さ

れ
る
者
」
の
考
察
に
お
い
て
、
そ
の
伝
達
（
解
釈
）
が
自
動
的
な
も
の
と

知
的
努
力
を
伴
う
も
の
と
の
二
極
で
段
階
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
た
。
こ

の
心
的
表
層
的
生
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
動
的
に
解
釈
す
る
こ
と
（
自
動

的
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
）
は
、
実
は
、
自
動
的
に
伝
達
す
る
こ
と
と
同
じ

こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
日
常
の
会
話
の
大
部
分
の
平
凡
な
問
い
に
対

す
る
答
え
の
構
成
は
既
成
の
も
の
で
あ
り
、
答
え
は
問
い
に
続
く
か
ら
で

あ
る

(cf.
E
.
S
.
 1
6
8
)

。
つ
ま
り
、
問
い
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
と
そ
れ
に

対
し
て
答
え
を
伝
達
す
る
こ
と
は
、
自
動
的
な
一
連
の
運
動
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
、
『
試
論
』
や
『
緒
論
』
で
批
判
さ
れ

た
心
的
表
層
的
生
で
の
言
語
で
あ
り
、
こ
の
言
語
は
、
伝
達
す
る
者
の
意

識
（
持
続
）
に
は
消
極
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い

(cf.
本
稿
第
一
節
、
第

二
節
）
。
で
は
、
「
新
し
い
こ
と
」
を
「
伝
逹
す
る
者
」
の
意
識
（
持
続
）
の
場
合

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
新
し
い
こ
と
」
を
伝
達
す
る
場
合
に
お
い
て
も
‘

伝
達
さ
れ
る
場
合
と
同
様
、
個
体
間
（
身
体
間
）
で
伝
達
さ
れ
る
の
は
、

複
数
の
意
識
の
共
通
性
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
複

数
の
意
識
間
で
不
動
化
さ
れ
て
い
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
で
し
か

な
く
、
初
発
的
運
動
の
感
覚
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
し
か
な
い
。
「
新
し

い
こ
と
」
が
真
に
伝
達
さ
れ
た
の
は
、
伝
達
さ
れ
る
者
自
身
が
知
的
努
力

を
行
い
、
自
己
の
意
識
に
上
級
の
明
晰
さ
や
判
明
さ
を
与
え
、
自
己
の
意
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識
（
持
続
）
を
創
造
す
る
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
「
新
し
い
こ
と
」
を

伝
達
す
る
者
に
と
り
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
は
、
既
に
創
造
さ
れ

た
「
新
し
い
こ
と
」
を
伝
達
す
る
も
の
と
い
う
性
格
し
か
持
た
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
単
に
伝
達
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
創
造
と
い
う
点
で
も
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
に
重
要
な
性
格
を
与
え
て
い
た
。

と
い
う
の
も
‘
「
新
し
い
こ
と
」
を
伝
達
す
る
者
に
と
っ
て
、
「
新
し
い
こ

と
」
の
初
め
て
の
伝
達
と
創
造
は
同
一
の
こ
と
で
あ
る
、
と
ベ
ル
ク
ソ
ン

が
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
を
、
具
体
的
に
、
小
説
を
書
く
（
創
造
す
る
）

例
と
し
て
扱
え
ば
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
初
め
て
の
伝
達
と
創
造
が
同
一
の

こ
と
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
小

説
を
書
く
例
に
つ
い
て
は
、
再
び
『
知
的
努
力
』
か
ら
検
討
し
た
い
。
小

説
を
書
く
例
は
、
発
明
の
努
力
の
一
例
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

発
明
の
努
力
と
は
、
未
だ
現
実
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
現
実
化
す
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
努
力
は
「
図
式

schema」
(
E
.
S
.
1
7
5
)

か
ら
イ
マ
ー

ジ
ュ
ヘ
の
展
開
で
あ
る

(cf.
E
.
S
.
 1
7
5ー

1
7
6
)

。
そ
の
努
力
の
過
程
は
、

解
釈
の
知
的
努
力
で
の
力
動
的
図
式
と
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
と
の

相
互
適
応
に
同
様
で
あ
る
。
小
説
を
書
く
場
合
、
ま
ず
、
小
説
家
は
精
神

内
に
、
図
式
と
し
て
「
何
か
単
純
で
抽
象
的
な
も
の
」

(
E
.
S
.
1
7
5
)

を
持

(14) 
つ
。
図
式
で
あ
る
「
書
こ
う
と
す
る
こ
と
」
を
小
説
家
は
言
葉
と
い
う
「
具

体
的
形
」

(
E
.
S
.
1
7
5
)
 

(
「
要
索
で
あ
る
判
明
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
」

(
E
.
S
.

1
7
5
)
)
 

へ
と
変
え
よ
う
と
し
、
図
式
と
言
葉
（
イ
マ
ー
ジ
ュ
）
と
を
相
互

適
応
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
相
互
適
応
の
過
程
で
は
、
図
式
自
体
も
「
現

実
に
書
か
れ
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
」

（
言
葉
）

の
影
響
を
受
け
、

「
予
想
で
き
な

い
も
の
」

(
E
.
S
.
1
7
6
)

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
行
錯
誤

の
結
果
、
小
説
家
は
小
説
を
書
き
上
げ
創
造
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
伝
達

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

す
る
者
に
と
り
、
初
め
て
の
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
自
体
が
「
新
し
い

、
、
、
、
、
、

こ
と
」
の
創
造
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
伝
達
さ
れ
る
場
合
に
身
体
の
初
発
的
運
動
の
感
覚
と

い
っ
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
が
必
要
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
「
新

し
い
こ
と
」
を
伝
達
／
創
造
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
言
葉
と
い
う
イ
マ
ー

ジ
ュ
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
生
命
体
で
あ
る

各
個
体
の
意
識
は
外
界
に
対
す
る
行
動
へ
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る

(cf.
M
.
M
.
 8
9
、
本
稿
第
三
節
）
。
小
説
家
が

自
己
内
に
持
つ
図
式
や
意
識
を
知
的
努
力
に
よ
っ
て
明
晰
化
・
判
明
化
す

る
に
は
、
身
体
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
ヘ
の
現
実
化
が
必

(15) 

要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
解
釈
の
知
的
努
力
同
様
、
小
説
家
も

知
的
努
力
の
相
互
適
応
で
自
己
の
意
識
に
上
級
の
明
晰
さ
や
判
明
さ
を
も

た
ら
し
、
自
己
意
識
の
持
続
を
創
造
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
小

説
家
は
自
己
の
内
と
外
へ
と
同
時
に
「
新
し
い
こ
と
」
を
伝
達
／
創
造
し

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
新
し
い
こ
と
」
を
伝
達
す
る
者
も
、
言
語

を
用
い
た
知
的
努
力
で
自
己
の
意
識
を
明
晰
化
・
判
明
化
さ
せ
、
自
己
の

(16) 

持
続
を
創
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ど
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
画
や
音
楽
で
の
個
人
的

行
為
も
表
現
と
し
て
伝
達
さ
れ
る
限
り
、
言
語
は
表
現
一
般
と
区
別
さ
れ

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
生
命
進
化
の
観
点
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
言

し
か
し
、
以
上
の
点
は
、

お

わ

り

に

い
わ
ゆ
る
言
語
だ
け
で
な
く
絵
画
や
音
楽
な

『
試
論
』
で
の
言
語
の
特
徴
は
意
識
の
不
動
化
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

不
動
化
の
特
徴
は
、
言
語
の
原
初
的
機
能
で
あ
る
共
同
作
業
の
た
め
の
伝

逹
の
必
要
性
に
由
来
す
る
。
社
会
内
で
の
行
動
形
式
が
身
体
と
一
体
化
し

不
動
化
し
て
い
る
よ
う
な
人
類
以
外
の
生
物
で
は
、
伝
達
は
固
定
し
た
記

号
の
交
換
に
し
か
す
ぎ
ず
、
不
動
化
し
た
伝
達
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

行
動
形
式
が
変
化
す
る
人
類
の
社
会
で
は
、
言
語
は
不
動
化
し
た
伝
達
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
新
し
い
も
の
」
を
伝
達
す
る
こ
と
も
可
能
に
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
人
類
の
言
語
で
は
、
伝
達
に
必
要
な
複
数
の
個
体
間
の
共

通
性
は
、
身
体
の
初
発
的
運
動
の
感
覚
と
い
う
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
は
、
イ

マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
よ
り
も
‘
む
し
ろ
、
伝
達
す
る
者
や
伝
達
さ
れ

る
者
の
知
的
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
の
「
新
し
い

こ
と
」
の
伝
達
は
個
人
的
行
為
と
し
て
成
立
す
る
た
め
、
言
語
は
持
続
に

対
し
積
極
的
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
人
類
の
言
語
は
個
人
的
行
為
を

許
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

語
の
原
初
的
目
的
で
あ
る
伝
達
と
表
現
一
般
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
点
を

持
つ
で
あ
ろ
う
。
伝
達
や
そ
の
目
的
で
あ
る
社
会
性
へ
の
生
命
進
化
に

よ
っ
て
、
個
人
的
行
為
（
「
新
し
い
こ
と
」
の
伝
達
も
含
む
）
の
可
能
性
が

開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
進
化
の
観
点
で
は
、
伝
達
や
社
会
性
か

ら
、
個
人
的
な
自
由
行
為
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
伝
達
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
単
に
自
己
内
に
留
ま
る
よ
う
な
個
人
的
行
為
は
、
生
命

進
化
の
観
点
か
ら
は
本
来
的
で
は
な
い
、
と
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
実
際
、
生
命
進
化
が
社
会
的
生
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
や
、
社

会
と
個
人
的
自
由
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る

(cf.
E
.
S
.
 2
6
-
2
7
)

。
言
語
に
つ
い
て
残
さ
れ
た
問
題
は
「
社
会
性

を
持
つ
伝
達
と
し
て
の
個
人
的
行
為
／
自
由
行
為
が
、
自
由
行
為
全
般
に

対
し
ど
う
位
耀
づ
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
に
置
き
換
え
ら
れ
よ
う
。

注

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
著
作
か
ら
の
引
用
・
参
照
は
、
次
の
略
号
と
項
数
の
併
記
に
よ
っ
て

示
す
。
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本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
『
試
論
』
第
二
章
に
お
け
る
「
自
我
の
二
様
相
」
を
も
と

に
、
同
書
第
二
章
、
第
三
章
で
の
自
我
の
様
相
を
以
下
の
よ
う
に
二
つ
に
分
け
、

自
我
の
二
様
相
を
「
表
層
的
自
我
」
、
「
内
的
自
我
」
で
統
一
す
る
。
「
表
層
的
自

我
」
ー
表
層
的
自
我
、
屈
折
し
た
自
我
、
寄
生
的
自
我
、
外
的
殻
、
区
別
・
固
定

化
さ
れ
た
自
我
。
「
内
的
自
我
」
ー
よ
り
深
い
自
我
、
根
本
的
自
我
、
具
体
的
、

自
我
、
底
に
あ
る
自
我
、
本
来
的
に
異
質
的
継
起
で
あ
る
持
続
的
な
自
我
゜

説
明
の
便
宜
上
、
人
類
の
社
会
の
個
体
を
人
格
／
個
人
と
し
て
取
り
扱
う
。
し

か
し
、
非
人
格
的
な
個
体
の
場
合
、
人
格
／
個
人
は
否
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と

い
う
の
も
、
心
的
表
層
的
生
で
は
、
個
体
は
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
個
人
的
行
為

は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

神
経
系
の
役
割
は
、
神
経
剌
激
を
利
用
し
て
、
こ
れ
を
現
実
的
或
い
は
潜
在
的

に
達
成
さ
れ
る
実
践
的
態
度
へ
転
換
す
る
こ
と
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 42
)

。
身

体
の
末
梢
か
ら
中
枢
へ
の
神
経
繊
維
の
数
に
比
例
し
て
、
我
々
の
運
動
的
活
動

性
に
問
い
を
提
起
し
得
る
空
間
点
が
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 4
3
)

。

『
物
質
と
記
憶
』
の
よ
う
な
心
身
関
係
の
理
論
は
『
試
論
』
で
は
未
だ
引
き
出

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
『
緒
論
』

(cf.
P.M. 9
7
)

で
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
述
懐

し
て
い
る
。

無
意
識
に
は
、
無
力
な
知
党
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が

(cf.
M
.
M
.
 43
,
 1
5
7ー

1
6
3
)

、
こ
こ
で
は
『
試
論
』
の
意
識
に
関
す
る
限
り
で
、
純
粋
記
憶
を
扱
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
純
粋
記
憶
の
意
識
へ
の
現
実
化
を
身
体
が
制
限
す

る
か
ら
と
い
っ
て
、
純
粋
記
憶
が
身
体
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
と
は
帰
結
し

な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
身
体
は
、
身
体
に
働
き
か
け
る
諸

対
象
と
、
身
体
が
影
響
を
与
え
る
諸
対
象
と
の
間
に
介
在
す
る
伝
導
体
に
す
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
身
体
の
反
作
用
は
、
経
験
が
身
体
組
織
内
部
に
備
え

付
け
た
器
官
の
数
や
性
質
に
依
存
し
、
そ
の
た
め
、
身
体
が
過
去
の
作
用
を
保

存
す
る
の
は
、
た
だ
運
動
装
置
と
し
て
の
み
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
身
体

か
ら
独
立
し
た
記
憶
力
が
、
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
現
れ
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
集

め
る
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 81
'
8
2
)

。
こ
の
身
体
と
独
立
し

た
記
憶
力
は
、
日
常
生
活
の
す
べ
て
の
出
来
事
を
そ
の
展
開
に
沿
っ
て
記

憶
し
、
そ
の
記
憶
は
、
表
象
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る

(cf.
M
.
M
.
 8
5ー

14 (13) 
12 
ヽ
11) 

(10 
(
9
 

8
)
 

7
)
 

8
6
)

。
こ
の
記
憶
が
「
個
人
的
な
記
憶
」

(M.M.
1
1
6
)

と
も
呼
ば
れ
る
純
粋
記

憶
で
あ
り
、
そ
の
系
列
は
、
個
人
の
「
過
ぎ
去
っ
た
実
存

existence
passee 

の
流
れ
」

(M.M.
1
1
6
)

を
表
し
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
知
的
努
力
』
は
有
意
的
注
意
に
よ
る
理
解
・
解
釈
を
扱
い
、
感
覚
的
注
意
に

つ
い
て
は
採
り
上
げ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

(cf.
E
.
S
.
 1
7
2
)

。
さ
ら

に
、
『
知
的
努
力
』
が
扱
わ
な
か
っ
た
、
感
覚
印
象
に
対
す
る
理
解
・
解
釈
に
つ

い
て
は
、
『
物
質
と
記
憶
』

(M.M.
8
9ー

1
4
1
)

を
参
照
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て

あ
る

(cf.
E
.
S
.
 1
6
7
)

。

こ
の
運
動
装
躍
は
本
稿
前
節
で
の
脳
の
機
構
で
あ
ろ
う

(cf.
E
.
C
.
 185)
。
初

発
的
運
動
を
引
き
起
こ
す
同
一
の
脳
の
状
態
、
同
一
の
運
動
図
式
に
は
、
多
く

の
心
理
的
状
態
（
記
憶
）
が
対
応
す
る
が
、
任
意
の
心
理
的
状
態
が
対
応
す
る

の
で
は
な
い
、
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
述
べ
て
い
る

(M.
4
8
1
)

。

前
節
よ
り
、
純
粋
記
憶
の
想
起
は
身
体
の
運
動
や
感
覚
に
関
係
づ
け
ら
れ
な
け

れ
ば
現
実
化
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
知
的
努
力
の
場
合
、
標
識
・
枠
と
な
る
初

発
的
運
動
の
感
覚
が
、
純
粋
記
憶
の
想
起
を
可
能
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

偉
大
な
作
家
の
作
品
を
解
釈
す
る
例
で
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
作
家
の
思
惟
の

運
動
の
再
構
成
を
め
ざ
す
こ
と
を
模
倣
と
み
な
し
た
た
め
か
、
解
釈
を
「
再
創

造

reinventer」

(P.M.
9
5
)

・
「
再
体
験

revivre」

(P.M.
9
5
)

と
し
て
い

る

(cf.
P.M. 9
4ー

9
5
)

。

先
述
し
た
よ
う
に
、
完
全
に
自
動
的
な
解
釈
の
場
合
は
、
運
動
に
よ
っ
て
適
応

は
直
線
的
に
行
わ
れ
る
の
で
、
知
的
努
力
は
必
要
で
は
な
い
。

本
稿
第
三
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
記
憶
の
現
実
化
は
身
体
に
よ
っ
て
制
限
・
調

整
さ
れ
て
い
る
の
で
、
記
憶
の
選
択
は
身
体
に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
。
解
釈
の

場
合
は
、
本
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
標
識
・
枠
と
な
る
身
体
の
初
発
的
運
動

の
感
覚
に
よ
っ
て
、
記
憶
の
選
択
は
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

原
書
で
は
単
に
「
図
式
」

(
E
.
S
.
1
8
4
-
1
8
5
)

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
解

釈
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
「
運
動
図
式
」
と
区
別
す
る
た
め
に
「
力
動
的

図
式
」
と
記
し
た
。

『
知
的
努
力
』

(
E
.
S
.
1
7
5
)

に
は
、
「
出
来
事
へ
と
展
開
す
べ
き
説
」
や
「
生

き
た
人
物
に
実
体
化
す
べ
き
、
個
人
的
な
感
情
あ
る
い
は
社
会
的
な
感
情
」
と
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ば
や
し
て
る
あ
き

あ
る
。
『
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
所
収
の
「
意
識
と
生
命
」
で
は
、
「
思
惟
が
判
明
に
な
る

た
め
に
は
、
思
惟
が
語
に
分
散
す
る
必
要
が
あ
る
」

(
E
.
S
.
2
2
)

と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
小
説
を
解
釈
す
る
場
合
と
書
く
場
合
と
の
間
に
は
差
異
が
あ
る
。

解
釈
の
場
合
で
は
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
は
既
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
小
説
を
書
く
場
合
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
（
標
識
・
枠
）
も
な
く
、
そ
れ
を

方
向
付
け
る
図
式
も
、
小
説
家
自
身
が
生
み
出
す
ま
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
小
説
を
書
く
に
は
こ
の
図
式
に
従
っ
て
言
葉
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
小
説
家
は
試
行
錯
誤
し
て
図
式
に
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
、
小
説
を

現
実
化
し
、
自
己
の
意
識
に
明
晰
さ
や
判
明
さ
を
与
え
る
。
し
か
し
、
小
説
家

が
言
葉
を
用
い
て
、
自
己
の
意
識
を
明
確
化
・
判
明
化
さ
せ
て
「
新
し
い
こ
と
」

を
創
造
／
伝
達
し
た
と
し
て
も
、
「
新
し
い
こ
と
」
が
言
葉
と
い
う
既
知
の
要
索

に
よ
っ
て
い
か
に
し
て
伝
達
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
こ
の
よ
う
な
既
知
の
要
索
の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
さ
れ
た
小
説
は
、
解

釈
者
に
心
的
表
層
的
生
を
起
こ
す
だ
け
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
現
在
こ
の
点
に
深
く
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
書
く
こ
と
の
技
術
」

(
E
.
S
.
 4
6
)

か
ら
は
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
解
釈
の
初
発
的
運
動
の
感
覚

を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
解
釈
者
（
読
者
）
に
気
づ
か
せ
な
い
う
ち

に
小
説
家
の
思
惟
の
運
動
を
辿
ら
せ
、
知
的
努
力
を
す
る
よ
う
に
導
く
、
と
い

う
推
測
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
試
論
』
で
の
小
説
家
の
表
現
（
記
述
）
の
例

に
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う

(
c
f
•D.I. 9
9
-
1
0
0
)

。
そ
こ
に
は
、
小
説
家
が
表
現

（
記
述
）
を
用
い
て
読
者
に
反
省
へ
導
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

『
緒
論
』
か
ら
は
、
偉
大
な
作
家
を
鑑
賞
す
る
例

(cf.
P.M. 94
-
9
5
)

が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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